

































































































































































































































































0 ｢１Ｌ」 】 F1L」大好


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































まとめ ③注ぐ ⑤区切る ②止める ④名付ける
この作者のいやな生き方として、束ねる、止める、注ぐ、名付ける、区切る、でうまく表現
してあると思う。要するにいやな生き方は束縛で、理想の生き方は、はじめは自由、奔放だと
刷引刊川Ⅷ円川１引刻割。Ⅶ刈伺割引ｑ川引刈刎刑剥凹引回Ⅱとにかく他から何かされることにたまら
ない作者の心情がうかがえる。それから表現上では適確な比職を用い、二一一三句にも気を使っ
ていると思う。
ぬ
る
い
酒
てぬるくて、しっかりしていない。
牛
乳
ぬ
罎
鈑
酒
‐
容
器
閉
鎖
性
Ｉ
注
ぐ他人に注がれる。
・人工的に手をくわえられた牛乳、ぬるくさ
れた酒、どちらにも自分、信念がない、他人
にまどわされたふじめな生き方。
Ｉ
苦
い
潮
ぶきみな迫力のある海。
１
－
↓
ふ
ち
の
な
い
水
１１↓満ちてくる
自分から満ちてくる。
。とほうしなく満ちてくる、苦い潮、こ》」から
他を、征服するような、大きな力が感じられる。
そういう生き方をしたいのだろう。
ある段落で終わる。
形
式
：
…
当
ン
マ
や
ピ
リ
オ
ド
Ｉ
おしまいの「さようなら。」
こまめな「けり」
形式的、他人の目を気にするような表ばかり
の生き方。
最後まで流れる。
－１↓自由・一すじの信念。豊かな広がり。
は
て
し
な
く
流
れ
る
…
…
き
り
が
な
く
ま
と
わ
さ
れ
ず
大きい。他を気にすることなく、マイ．ヘースで
わが道を行く感じの生き方、信念がある。
昆
虫
…
…
今
ま
で
、
自
由
に
の
び
の
び
と
生
き
て
き
た
の
に
虫
ピ
ン
に
よ
っ
て
自
由
を
止
め
ら
れ
た
。
絵はがき：…・本当はもっともっと広大な自然
な
の
に
、
都
合
の
い
い
所
だ
け
う
ま
く
は
が
き
の
大
きさに片付けられた。
１連とにている：…・昆虫も高原ももっといろ
んな所があるのに、その一面だけをすべての
よ
う
に
見
せ
ら
れ
て
い
る
…
…
一
面
的
せ
ま
い
生
き
方、どれい的な生き方。
広い、大きい
ｎ回円例剛Ｕ空の而凶Ｎｐ｝を｛川Ｕきぐ
って
、し る。
強
め
目には見えない……目で見られたりなんかしない。
他
の
人
は
、
自
分
を
わ
か
ら
な
い
、
目
に
見
え
な
け
れ
ば
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
Ｉ
↓
自
由
妻
・
娘
・
母
昔
か
ら
決
め
ら
れ
て
い
る
形
式
ば
つ
た
形
を
き
ら
っ
ていた。
世
の
中
を
せ
ま
い
は
ん
い
で
し
か
見
れ
な
く
な
り
、
一面的にしか見られなくなる。作者は昭和一
ケ
タ
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
事
を
特
に
重
く
見
る
の
だ
と思う。
乱自分のすきなように生きる生き方。
り
ん
ご
の
木
を
見
つ
け
た
り
、
泉
の
あ
り
か
を
見
つ
け
た
りする、いつも小さな喜びを見つけている余裕の
ある生き方。
常に世の中を客観的に、多面的に見ることができ
る。りんご…・・・ふんいきがあたたかい。神秘的。
泉……わき出る所がしんぴ的。
いやな生き方
希
望
す
る
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とまどいを見せたものの，喜戈として椅子を抱
えて移動し，話し合いに熱中した。
イメージが豊かに描ける連だから，うまいと
感じられる比楡だから，話す意欲もわくのであ
る。感じ方にくいちがいが生じたり，疑問が解
決できなかったりすると，教師が呼び出される
のであった。
したがって展開５の全体の場で話すときも，
自信に承ちて詳しく比楡表現のたくゑさが説明
できたのであった。
発表をよくきいて各自でノートに整理させた
が，ある生徒は左のように記している。
傍線部（筆者付記）は認識の変容を率直に認
めているところとして興味深い。
意欲をかきたてるモデルの提示
ギャラリィと名づけた以上，詩を視覚的にも
楽しめる方法で提示したい。そして生徒の学習
意欲を高めるためには，より効果的な導入が必
要となってくるだろう。それには自分もやりた
いと感じる魅力的なモデルを見せてやるのが一
番である。私自身水色の画用紙に白い紙をちぎ
って貼り，その白の部分に詩を書くなどモデル
作りを試承たが，多くの生徒の意欲をかきたて
得るかという点で首をかしげざるを得ないのだ
った。そこで美術科の同僚に意図を話して協力
を仰ぐことになったのである。快く承知してく
れた同僚はさっそく取り組糸やすい手法で５点
のモデル作品を制作してくれたのであった。和
紙をちぎって組糸あわせたもの，連をマッスと
してとらえて色を違えたものなど台紙はさまざ
まであり，文字に関してもマジックペン，墨・
クレヨン・絵の具など多様であった。
そのモデルを一堂に示した時は，まず目をう
ばわれて立ちどまる者が多かった。造型的な魅
力，詩の魅力，さらに推薦文へと，生徒の視線
は移っていく。すぐれた物に接し，その方法に
倣っていくのが，万言の解説よりも効果的な場
合があると思われた。
詩の選択
生徒がどこから詩を選んできたのかを示して
おく。
図書室の詩集２８％
家にある詩集２０
自分の持っている詩集２０
３ねらい左単純化した学習（省略）
４詩のギャラリイ
ー鑑賞の一方法としての掲示活動－
これは授業以外にはほとんど詩を読まない傾
向にある生徒に対して，詩集との出会いを経験
させたり，詩の提示を日常化して広く親しませ
ようと試ふた学習である。
ねらい
。自主的に広く詩を読む姿勢をつくる。
。情報の送り手として詩を魅力的に紹介する
工夫をする。
。推薦文を書くことによるイメージの確認。
。他の人の紹介した詩や推薦文を読んで，広
く詩を味わう。
方法
・自分が感動し級友に紹介したい詩を選ぶ。
。詩のイメージに合った色画用紙に詩を視写
する。
。詩の紹介文を書く。
。教室後方の掲示板を詩のギャラリィとし，
額に入れて詩を掲げる。紹介文をその下に
掲示する。
。二日ごとに国語係の生徒が詩をとりかえ
る。
(モデル：赤地に白の和紙・文字は毛筆）
第21号昭和60年6６金沢大学教育学部教科教育研究
ありました。だから詩を書くことによって興味のな
かった人でも何人か，僕のように少しでも詩を読も
うという気になった人がいたと思います。
推薦文を添える
推薦文を添える行為は，詩の確認であり，ギ
ャラリィを楽しむ級友にとっても鑑賞を補助す
るという二面を持っている。用紙はハガキ大の
画用紙で，手描きの罫線をほどこしたしの。文
字の大きさにもよるが，200字程度は書けるも
のである。
詩の選択段階ではほとんどアドバイスできな
かったが，掲示の際必ず推薦文に目を通した。
明らかに読承とりの誤りと思われるときには，
本人に直接話して書き直してもらうとか，掲示
は詩だけにするとかの処置をとった。
作品例①は読書量もあり，鑑賞力のあるタイ
プである。ギャラリィのために，新たに詩集を
購入したそうだ。帯を見て読もうと思ったが，
添えた推薦文には，難解だったと正直に告白し
ている。制作を通してわかったのは，連構成の
おもしろさだという。（色構成はモスグリーン
に辛子色）作品例①
モデル：暗灰色にピンク
廊下に掲示したモデル群
問題集にあった詩１５％
友だちから借りた詩集１０
今回購入した詩集５
父が借りてきてくれた詩集２
自分の本棚の中の詩集からと答えているもの
が20％いるのは注目に値する。またこのうちの
４割が男子である。今回の課題のために，家の
本棚にどんな本があるのか認識した生徒も多か
ったと思われる。なお，３年生らしく受験問題
集に載っていた詩をとりあげるちゃっかり組も
いたことがわかった。
ここに，選択の状況を示すＭ君の感想をあげ
ておきたい。選ぶために，多くを読糸比べてい
ることがわかるものである。
まず詩を選ぶとき，自分の知っている詩人の詩集
を探しました。というのは僕は詩というものは全く
といっていいほど興味がなかったのです。だから詩
集を読んでいても，短い詩を見つけたらこれにしよ
うと思ったけれど．ちょっと他の詩に目をやってふ
ると，自分でいいなあと思うようなものもいくつか
Ⅲ 刑
（
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作品例② 相互理解を深める掲示活動
自分の紹介した詩が額に入れられて掲げられ
る－それは新鮮で期待あふれるものとなっ
た。
－先生，上手な人だけギャラリイにでてくるんです
か。
－提出したのよりずっといい詩が見つかった。
一先生,おれの下手だから,後まわしになるのかな。
－そんなこと。君の選んだ詩，先生も好き。
一先生，こんなふうに貼られるんだったら，書き直
したいんだけど……。
教師と生徒との対話が多くなったのはもちろ
んだが，次の感想に承られるように，生徒同志
の理解が深まったことも見逃せない。
Ｍいろいろな詩を読んでゑて，他の人達がどんな
種類の詩が好きかわかったような気がしました。
掲示される詩が教室全体を明るくしているよう
な，そんな気がしました。
㈹友達といっしょに見ているときは，対句になっ
ているとか，倒置法だとか，いろんなことを言っ
ていました。私があの詩を選んだのは，その時
（受験前）の心境からです。自分の好きな詩とい
うものがある人は，こういう場合それを選ぶだろ
うけれど，そんなものがない人，私なんかだと自
分の心が見すかされそうな気がします。
（A）全部で40枚程あった詩は，ほとんど読糸まし
た。その人らしさがにじみ出ていたようなものも
少なくありませんでした。（中略）私の好きな人
の詩は格別真剣に読んだりしました。
詩のギャラリィ開設が10月末。しかもクラス
全員の作品を掲示するとなると，かなりの日数
を要することに気づいた。１日毎にとりかえる
のでは係の生徒がまいってしまう。そこで，額
入りと，台紙に貼ったのと二様にして３枚ずつ
２日毎にとりかえ，ようやく卒業主近になって
完了した。
篭震薫云睡轤慧
鑪騨耀難亀
露蕊鰄蕊鍜農驚雲鑑篭と
蕊謹溌iji雲差
作品例②は五月のイメージで空色の画用紙を
使った。新聞に載っていた詩を母親が切り抜い
てくれたとかで「５月生まれのぼくは，自分の
ことを言われているようで，ちょっと恥ずかし
いのですが，好きな詩です」と紹介している。
作品例③
私がこの詩を選んだのは秋が好きだし，今ごろ
の詩だと思ったからです。そしてこの詩は私の思
ったことに似ていて，あかるくあたたかい秋の日
には，なんだか木のそばにずっと立っていたい気
がするからです。
これを紹介した女子生徒は，一斉の授業では
とてもこれだけのことを発表できない生徒であ
る。声が非常に小さく幼いために，学習意欲は
あっても充分自分を発揮できないタイプであっ
て消極的に見える生徒である。淡いピンク地に
黄色い画用紙を重ねて誠実な作品である。
むすび
ここに生徒の書いた，詩のギャラリィについ
ての感想がある。これを紹介して，本稿の結び
にかえたいと思う。なぜなら，このギャラリィ
が初めにねらった，広く読ませることにかな
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ただ一つの場所だった。ふんなの感想を読むと，
「ああ，こういう解釈もできるんだな」と勉強に
なったし，詩をここまで深く考えたのかと感心さ
せられた。
⑪詩にはいろいろな人生観があり，人それぞれの
とらえ方，感じ方もすべて少しずつ違います。だ
から，好き・きらいもあります。
詩を勉強するとき，やはりこんな詩は好きだと
か，きらいだというように，人のとらえ方によっ
てわかれると思います。好きでもきらいでもその
人の感じ方ですから，どちらがいいとはいえませ
ん。そこが詩を勉強するおもしろさだと思いま
す。教科書には限られた詩しか載っていないの
で，授業を楽しく感じることができないのではな
いでしょうか。
今度の詩のギャラリイは，みんなが１人１人自
分の好きな詩を選ぶのだから，ここに選ぶ楽しさ
というのを感じたと思います。そしてふんなに紹
介したいという気持ちと同時にみんなの紹介する
詩はどんなのか読んでふたいという気持ちがわい
てきて，たくさんの詩を知ることができたのでは
ﾌﾟﾋﾘﾐいでしょうか。
（文責高見よ志子）
詩のギャラリィ
い，なおかつ好きぎらいが両極端にわかれる詩
の授業のむつかしさを救ってくれていることを
学習者自身が感じとっていると思われるからで
ある。
(S）２学期の後半から教室のうしろに，詩のギャラ
リイができた。本当に様々な詩がそこに展示され
た。明るい詩，暗い詩，叙情詩，叙景詩など。そ
れぞれの季節の詩もあり，たまにまるで季節はず
れの詩もあった。思わず笑ったり，ちょっと考え
させられたりするのしあった。あまり詩にふれる
ことのない日常生活の中で，新しい詩に出会える
